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潮流調査

漁業部

 鹿児島湾全体の潮流については,当場,鹿児島犬学水産学部及び第十管区海上

 保安本部でそれぞれの目的をもって実施された観測結果が季り,叉;喜入目石基

 地神についても第十管区海上保安本部で精密調査が実施された報告蓄があるので

 これによって鹿児島湾・全域並びに喜入沖局部域の流向流速,潮時など標準的な流

 況を知ることができる。

 然し・鹿児島湾の潮流は常に変動する外海海流g離接葦その強弱によって流況は

 変動するこ'とが指摘されており,これを歪確には握することは常時違繍観測を実

 施し在け.ればをらず実際間題として無理である。

 従って本調査では前言已の資料を基調とし喜入沖の潮流要素が各季節別に変動する.一

 度合いと,その傾向を調査することと,他方において潮流調査一が海水の流動につ

 いての調査であり,季節風期の場合連続して風の吹.く場合等表面の浮激物は海水

 の流動に関係なく,風,又は吹送流によって流され沿岸に浮游物の溜り場が生じ

 るのでこれを調査するため海流ハガキの投入によるこれらの調査も潮流調養と併

 せて実施した。

 1・,調査期一間

届1.昭和44年7月2日}7月7日

 協2・昭和44年二0月8日}1・0月9日

 砺3.昭和45年1月8月～1月9日

2,調査紹

 かもめ14.65屯60馬力

 31、調査方法

 (,)。.潮路調率
 .第1図に示す測点において小野式自.記潮流計を設置し海面下5m括り流向

 遠を25時間違続観測した。

 κ1調査時には3点について連続3昼夜おこたった。

 (2〕海流バガ.キ投入による.調春一

 第1図に示す定点で海流.ハガキ(.ハガキを.ビ・'二一ル袋で密封し海水での濡



 れを防ぎ,海面上にi/3が出るように.パチンコ玉1個をお章りとして入れ壁一

 直になるよう製作してあるぺを落潮・張潮駅それぞれ投入しむ
 ハガキ拾得者には拾得年月日,拾得場所,当時の気象状況を記。久してもらい

 本試あて返送するようにした。

 昼蘭は調査船で追録調査も実施した。

 全.結果の概要

 (リ濁流調査

 標準値とし.て第十管区海上保安本部の「鹿児島湾口潮流予報表」か一一ら観測

 点の任意時の潮流を求め・流帥大潮時・干埼卵を帥㍍
 測得値は観測時の測得流の流向,流速をそのままの.値で用い標準値を比較

 検討した。

 潮時についてはI

 ①一潮時……夫陰主中時畔の低潮……大陰正中置卸高潮
 ⑤潮時・・・…太陰圧申時直後の高潮・・・…太陰正中時前の蟻潮

 ⑨潮時一・・…大陰正中時前の底溺・・・・・・…大陰正中時前の高潮

 ③潮時……太陰正中時.前の高潮・・一…大陰正中時直後の低潮

 ・の4区分として各々の潮時について比較した。

 流向は標準値から実測値の偏差を求め時計廻り方向を(十),反時計方向牽㌧一)と

 し象限の同じものは略1司方向とみ圧した・

 各観測月,各st別標準値と測得値のヘクト〃を郡歯(第2図イ,口,ハ〕
 に示した。

甘)協1調査

 5t一の流向は①潮時では標準値と岡し南流が多く観測され流速はO」0

 kt以下の差で測得流が大きな流速・を示した。

 ②潮時は標準流向は北流となっているが測碍流では中間時α1kt程度南流

 が測一碍され,北流は非常に少なかった。

 慌遠は標準値より小さ一一値であり,これは当沿岸の恒流が南流でや†強い
 ため生じるものと思われる。

 ⑨④潮時の転流時・実測時の方が若干早.くなって一い争池・③潮時は南浮㊥
 潮時は北流で,北流時における流速けO.2ktと測欝流が標準値の'3H4倍



 強く観測された・

 st,2は③潮時南流が測冨苓れ。標準流向と.一致している他は,①②④潮時

 とも標準流向と70～160由.位←)方向に偏牟を。もち北流とをり。流速も最高
 O.20kt一の差が生じている.、

 st・3は③潮時南東流が測碍され標準流向よりやや(一昨漏角・をもち一②潮時は

 大きな偏角が見られるが標準俺と逆な南方向への流甲牽示レた。
 ③潮時は標準流向と同一流向で測碍流が(一)にやや偏角している。

 ④潮時は②潮時と同様。な経過であった。

 この測点では南流が多く測碍されているが,標準流商で北流時に測碍流は南流

 が測欝される時は流速は小さい値と率っている。.
 各観測点と竜一底,高潮時前後に流向の大きい偏角が見られ,その時の流速は弱

 い流れであるら

 炉)κ2調査

 st一・は①⑨③④の告潮時共標準決向と同一象限に属し流速もα1Ok・t以内

 で大略一致しているが南流時の流速が強く北流時け弱い流腹である。

 もt.2は南流が多く測碍され。各潮時とも?1kt卑下の浮速で①潮時一③潮時'一
 まそは南東方向で,④潮時セ南茜方向を示し標準値で示される。

 ①⑥潮時の南々鮒の㌣3kt弓ヂい流速叩腎さ.れ在かった・
 st.3は②③潮時の振潮時は南流で標準流向と大差底いが②④潮時の落潮時

 は②潮時北西流どたり偏角がH方向④潮時はω方向に偏って1いる。

 流速も0・玉0kt～0・18ktの差があり標準淀向と合致†る時は流牽は実測値チー
 犬きく偏角が大きい時流速は弱い。

 この調査時でも'殴,高潮時節後に各St共,偏角が大きくをる傾向が.ある。

 ㈹循・3調査

 st一では南流が多く測碍され①⑨潮時の流向は大略,標準流向ξ同一象限

 に属して一名が②④潮時においては標準流向。と逆方向咋雄向は測得され落潮、
 瀕潮時共南流が観測さ.れ,また流速も各潮時とも割合大きた値を示した。一

 …2は各潮時共標準流向と実測碓帥同様た叩苧示レているがQ潮時は
 標準流向が東流であるが測欝涜は南東流で}方向に偏り,1象限の異りである。

 流速は低,高潮時に〇一2.トα3kt位の実測値が大きく在る時もあるが,その他の



 時間ばα一kt以下の差しかない・

 st.3では測得流は南流の時間が多く'北流は僅か2時間しか観測されず流
 向は標準流向よりの偏角が大きく①潮時では20㌧140=,⑨潮時は標準

 流向i象限は2象限,4象限も2象限となり南流がすべてである。

 ⑨潮時は標準流向と略同一であるが湖碍流は憩流で各時間莱流速は僅かに認

 められる程度であ・る。

 ④潮時は②潮時同様測碍流は全て2象限の南東流で標準流向とぽ5σ～180。

 位←,方向に偏っている。

 この測点では流速は弱く理論値より小さい憧となった。

 一・←1・事前による潮流

 冬観測月の各St別標準値と実測値の比較を前述したが,これをSt劇に

 季節変化を見ればSt1においては夏,秋期は⑨④潮期には北流も認められる

 が冬期においては南流が大部分を占め流速も強く在る。

 st2㍗夏期・北流が強叩秋・冬期は一南坪・東準が多く北流岬められ
 なく一庄り流速も夏期,冬期は強い'郡秋期はこの中間で.ある。I
 st3は夏顛,冬期は南流が多いが秋期には落潮時北流となる。この海域の

 流帥潮汐による規則正しいベク1ルを紬舳こと,叉,各季節で標準憧
 とは幾分異なる流況と在ることは鹿児島湾全域の流一況で薩摩半島審りは南下

 する短流がありこの短流一も一定では友く特にこの喜入沖は渦流など複雑な流

 況が今まで述べられておりこれ一らと同一緒果で今後向時期的た特徴をは握す

 る必要があろう。

 (2,海流ハガキ漂流調査

 栃1調査時は喜入沖の精密調査を目的としたため投入点は排水口(基地デフ

 エンス附近・まで〕と,その沖合500m基地岸壁の3ケ所から張潮時,落潮時

 に分ち投入した。

 焔2,砺3次調査は排水口,基地沖合500m喜入沖2浬,鹿児島湾中央部

 (喜入}吉江の中間〕古注油2浬,古江沿岸で蔽潮,落繭時投入した。

 各調査時の各点の投入枚数,拾得状況は別表(第1表〕

 漂流地の状況は第3,4,5図に垂れぞれ示した。.
 ω焔1調査時



 漂着地は別区(第3歯b,尉表(第2表)に示す如く垂水市(柊原一新城〕

 地域が最も多く,拾得の60%がこの地域での拾欝である。

 次に喜入,大丸海岸～前之浜海岸,鹿屋市、古江一,高須海岸,桜島外湾側,薩

 摩半島は平川,谷山海岸,喜入以南では山川漂着が錺られ鹿児島湾外,及鹿児

 島湾内湾κも漂護が見られる。

 潮時別では瀕潮時投入分は妻入町,鹿屋市,垂水市沿岸が多く薩1摩半島と大隅

 半島の漂着は約同数である。

 落潮時投入分は埼碍の83%か垂水市沿岸に密集漂蒲し薩摩半島倒漂着は少在
 かった。

 投入点毎の拾陽状況は排水口投入分が多く沖合500〃の分は小さい。

 排水口と,その沖合の拾得率は騒潮時で47%,落潮時で20%も彰、水口投入

 分の方が大きい。

 投入書調査鵯での追跡調査では澁潮分は投入後約1時間位は喜入基地～大丸海

 岸沖に漂流.,2時間後は前之浜沖合。この時点では排水口投入分は岸寄り。沖
 合投入分はやや沖合で移動速度もはやく鈴沸合に達していた.。

 転流時に前之浜沿揮にはよどみが生じ軽石,ゴミの漂流物と共にハガキもその

 申にあり,少しづつ移動しながら一部は岸に漂着,一部は極く沿岸寄りを漂流

 していた。

 沖合漂流のハガキは転流蒔獺SE方向に流路を転じた.,

 落潮時投入分は投入後東の方向に流れ、排水口,その沖合投入分とも流路は同

 一で。その拡がりはかたり広い面積である。..

 拾欝までの経過日数は喜入浴津は投入後1日以内が全部であり,集中漂着の垂

 水市沿岸も約70%が1O戸以内。援も早いのは2日以内である。

 .潮汐別投入点別経過日数は各点潮時には関係在く同様た経過であつ衣。

 経過日数で約80%が10日以内に拾得されたものであるから投入後7日間り

 風向,風速を加算してみる÷当時の風向はWSW,WNW.WとW系の岬が強
 く,これが漂着地に'大きく影響しているようである。

 即ち,薩摩半島,妻入町生見以南に漂着が少旋く,大部分大隅半島の垂水市沿

 岸に漂着したのは当時の潮流からして南東に流され,沖合域で風に流されたり

 吹送流などで東に流されたものと思われる漂着地は半島,岬などが近くにあり



 その湾曲で潮溜やよどみが出来.†すい地先が大部分である。

 同.舳平調牟.・・..。..。.。一,
 喜千邸海域.ての投入分の準鮒1川1で原1汝の・4%を下まわり市投
 入点潮時別での拾蒔率の差はあ重り見られず僅かに排水口沖合分が拾得が多い

 程度であった。

 漂薄地域は喜.入日石基地から以南の薩摩半島働で大隅千島には佐多町浮津に1

 碑の拾得が尋られた。
 薩藤半島でけ指宿市馬掛海鐸の拾得が一番多く指宿市岩本,宮ケ浜,山川町沿

 岸とたっている。

 争投へ点別=潮時別の甲祷.地㍗全く同プそ落潮時排水口平入分率僅かに漂
 薄地が近距離のものがあったつと排水口沖合が佐多町浮灘に漂着した早外は湾.

 外流岬,も同様た流路が竿叩る
 平2卒調査分は～次と翠薄地が鰍1大隅半島ソ漂蒲が佐多町を除いでは
 なく。叉。喜入以北の薩摩半島に李皆無であり湾外(高知1宮崎〕の漂着が特
 徴である。

 湾中央部の投入分は拾蓄率も各点より小さく漂着地は佐多町,根占町の大隅沿
 捧である。

 吉江沖合,沿岸分は.著:入基地より拾得率も著しく大きく漂籍地も高須～大被占

 沿津で華る・

 漂蒲の経過日数は投入後3}4目で指宿市岩本,尾掛沿岸に漂稽し,湾外流出

 分では18日後萬知県で拾蒔されているn

 当時の風向はN,NNE?N系の興が多く,この点でも焔1次とは気象条僻が
 異なり一漂着地が薩摩一半臨に在った要因とも考察される。

 10月5『.喜入基地から原油の流出があり指宿市岩本漁協の漁撃物に油臭魯が

 .発見され㍗が岬?雫油中流流路1字本漁野の聴取調査に一よる1千・一
 ガキの漂流に路が薩摩半島沿岸の喜入基地～尾掛の岸寄亨である点は同様た流

 路をたどったものと推定される。

 (ノづ焔3次調査.

 芦入基地でg投千分の拾騨は千&6%で砺]竿よ用心芦いが戸2甲よ1
 10%程度大きくなっている。
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 投入点別,潮時別投入の拾得は排水口投入の拾得が大きかった。

 漂着地域は薩摩半島側が指宿市岩本,當ケ浜,尾掛沿岸,大隅半島鰯が根占,

 大根占沿岸で薩摩半島一犬隅半島の比率は大隅半島側が約20%多い。

 現在のところ藤磨半島一,知林展以南の沿揮、及湾外への流出した報告はたい。

 各投入点別,潮時別投入の漂蒲・地域は排水口投入分は潮時に関係凌く指宿市

 尾撤沿岸た多く漂着し根占,大根占の大隅半麗は僅かであるが排水口沖合投入

 分は薩摩半島には漂港がたく全て大隅半島の根占,大碑占町.沿岸.である。
 、石3次分の漂着地が砺1,砺2次と異赤り大隅,薩摩芋臨ともに湾中央部か一ら

 ,、i」林島～根出崎を結んだ海敏一の・沿捧に漂着したのが特徴であえ.、

 鹿児島湾中央部及,吉江沖投入分も協2次よりは拾爵け多く,漂薄地が花1次

 .亡りゃや北部沿岸とたっている。

 経過日数も指宿沿岸は3日後,大隅沿揮は7日後どたり当時の気象条件からす

 れば冬季の季節風がN瓦に吹きI投入6二日後は強い季節風の連吹がみられ大隅沿

 澤への漂一着はこの後と考えられ風の影響が大きいようである。

 1→海流ハガキと風向力

 海流ハガキの漂流卯や移動的風の.影禅が大童!考え守れるので海流ハガ
 キg水上部分午対する風船よび風の影響に辛一る雌.渡について琴流を考察し
 てみた。

 海流ハガキの輸送速度はベクトルの和次式で

 V宮Vo+Vd+Vcと衣る.、一

 V=海流ハガキ宅輸送移菱

 Vg=海流ハガキの風圧による移動速産

 Vd己吹送流

 Vc三密度流

 風圧によるぐガキの管叩帥は海流バガ†?水キ部㍗表明を一:3と
 みると風力と風圧によるハガキの一移動速度は

 Vo=0.OIgW(Wは風速〕

 吹送流はThOradSの式より
 O.259.一、

 風速Wく川㎝/…ら時・・一票ず1「W
 W≧。。。・γ、、、の時。。白9・以坐Wα4…

'S1nφ
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 で表わされる。

 .追跡調査時1例(1.50枚投入し50棟が漂流〕ではあるが測漂流が流向1700

 流速21叩/sec風速38q叩/secの時喜入基地～前く浜a4浬を約3時間20

 分一で移動している。

 こλを上記式にあてはめると

 Vo岳0・019x&80≒72o似eザ∵・・(流向は13ヂ〕

 Vd+Vc;・・・…を測時流で代行すると(Z1町/secワげ〕

 これらの合成した流向流達は1.50o.約27α4secと牟る。
 実際のハガキの移軌速産は

2.4一理
 一…一一・・≒36町/s、、c
3.2時

 実際・の移動速度がやや大きくたる・

 海流ハガキの密集漂着した垂水市柊原,指宿屋掛部藩g経過日数から大略の移動

 連度をみれば

 7月投入の垂水では経過日数は1週間以内分についてみれ俸投入後一番早い拾陽

 が2日で3目目が最も多いので続過日数を3日とレて平均管動を計算して守ると
 7o平/secとなり当時平均風速WSW4.棚/secであるから風圧による移動速度は

 76甲/secとなりこれと恒流の合成した流向流速が実測1匿であるが恒流が小さい

 事が奉えられる。

 指宿市尾掛沿捧分についそみると焔2。尻3次牟漂蒲戸数は1週間以内分肥つい
 ては次回のとおりで苑2は一番早いのが投入後i日目で3日目が一番多い。

 焔3次は3日目から拾得がありその目一一番多く発見されている。・

 当時の風向速は平均風速でκ2がN系5-m,π.3一がN系a5湖となる。

 ・実際のハガキ速度け6-1町/sec……(3日として計算〕

 風速5一柵/眉ecの時9.6叩/sec……(風圧による移動速産〕

 .風速a5m/secでは壬一7叩/sec・・川〔風・圧による移'動速度)

 これにハガキは恒流によって蓮ばれると思われるが今.まで.の観測ではこの海域ば

 5～6㎝/secの曲流が観測されているのでこれらの合成檀と考えられ栃2,

 κ3次の方が早いのは,この風速が大きい事による.ものと思われる。



要約

 響入沖附近の潮流調査,海流ハガキ投入を実施して,その結果から次の如き実

 状を見出した。

 (リ喜入沖附近の潮流は南流がほとんどで落潮時には北流も一部みられる。.一般

 に南流の時間が長く流運も強く北流～東流では流速も弱い。

 (巧st.3では憲一流に近い時間寧長く3蒔蘭以上の時もある。
 (劃書入沖合附近ばstによって北流,東流が入り乱れ複雑凌流況と在るが,こ

 れは落潮時に多くみられる.、

 (理標準値との比較は季節によって異たり夏期一は北流も多くみられるが。秋冬期

 は南流が大部分で恒流も季貴.で異次る誌況が予想され,今'までの各調養結果と

 大部分一致した。

 (靱海流ハガキの拾得率は最一萬39%最低14%で排水口投入分が沖合投入点よ

 り大きい拾腎率を示している.、

 (⑤漂港地は7月垂水市柊原一新城,喜入前之浜沿捧にI蜜葉漂着し広範囲である

 がlo月は喜入以1着の薩摩半島側,一1月分け垢宿市岩本一～知林島,根.占,大損.
 占であり大部分が岬,屠などで湾曲した海岸に漂着している。

 (刀・漂薄地は当時の風阿力による影響が太さく気象条件だとも表層浮瀦物流出に

 は充分注意する必要がある.、

 以上の様な実状は季節毎に変一動することが予想されるので今後も引き続き調査

 する必要があろう。



尻工.垂水柊原

 屈、2. 指宿尾掛

 椛a指宿尾掛

経過日数



第1図 調査点

潮流観測点
 海流ハガキ投入点

 潮流観測、点、

垂水

古江

高須

大根占

根占



 第2図イ  標準値と測碍植のベクトル

44年7月
 一→流向

流速

標準値

測得値

潮時



第2図目  標準値と測碍値のベクトル

名4年10月 一一流向

流速

標準値

測得値



 第2図ハ  標準値と測得値のベクトル

45年1月
一流向

流速

標準値

潮時



第3図  漂着地状況(総体〕
 (海流ハガキ〕

風向

44年7月分



第4図  漂着地状況(総体〕

 (海流ハガキ〕

風向

 数字は喜入投入分漂着枚数 44年10月分



第5図漂着地状況(総体)

 (海流一ハガキ)

風向

 数字は喜入投入分漂蒲枚数. 45年1月



第1表  各調査日海流ハガキ投入数'と拾得状況

投入年月日

44.7.6

44.7,5

7.6

 44、工O.S

44.I0,9

451.8

45.一.8

投入点

.一排水口

一古江2...婆.

1.投入時刻
106-00

■06-05

112-00

王2-05

王2一一〇

工3-15

j3-40

i4-20

-5-00

-15-20

07-i.5

07-25

07-4G

08-05

0.8-35

09-05

G・9-28

09-50

10-1王

10L32

-O-51

1工一10

15-15

14-45

14-25

14-05

13-45

潮汐

 ・蔽潮

落潮

落潮

落潮

騒潮

投入枚数

一50

互50

300

100

1.OO

上50

150

500

50

50

50

50

50

250

50

50

50

50

50

50

300

50

50

50

50

50

.50

300

50

50

50

50

50

250

拾爵枚数

59

18

107

28

46

62

32

16d

7
8
4

16

14

49

8
9
5
4

19

24

69

15

-0

14

5

22

王2

78

14

6

11

11

18

60

拾1等率

59,3

12.0一

一35,7

28,3

46,0

41,3

21,3

33,6

14.o

16.0

4,0

32,0

28.O

19.6

-6,0

18.O

1α0

8,0

38,0

48,0

23.0

3-0,0

20,0

 28.O一

 一1α0

44.O'

2全.0

26,0

28.O

12,0

22,0

22.0

 。..、..、葦.苧=.9。.
 ._._2.全.P.一



第2表  海流ハガキ漂蒲.地状況

漂流地
鹿児島1

湾内湾一

鹿児島

谷山
 喜入町蹄循市≡山川町

桜島

 (外I湾〕
 垂水市1鹿屋市1大根占1根占1佐多1湾外1・計投入

 ぐ人ポ 投'ス
月日

7.

10.91
_...__._.......一一._;

I.81

排水口

排水口

排水口沖

排水口沖

1張潮

!
.

 i小計

1落潮

 ≡小計

1張潮

1小前

 i落潮

 ≡小計

1-OOl.;

50≡!ミ1

1-

14i1

.111...3…1811≡i・
 ・i・。1・111.111■・。1

11i

111

1i28

リ17;

1r-181

.
.
1

81

50111161211

。321

 一一1ピ1

1501,141≡



定置観測  (1月分〕

増殖部

 旬平均水温・比重;本試前満潮時・表面

上
中

下
月平均1

 水温C

本年 前句差
前年
同期差 平年差

比.重

 茶隼1前句差・前年同期差1平年差

 .三、三..!、11一・…1一.£二、三.7.1=.}・・l1・・…:土αg.亘..

 .!..竺・61'α5211ユ・.。千.9rO・9512全・68+..O=.9一エ.

 14・95r2・4・rα94汁α9324・.62I+α22一

 j一αoσ1τ旦・・
 一0,221-O.45

 ..±.!=..9...亨..;二.呈.三.し.

 一〇.061-O.40

平年
本年



 定置観測〔2月分〕

増殖部

 旬平均水糧・比重;本試前満潮時・表面

働

上

中

下

月平均

 水溜C

本年1前句差騨1司鰹1平年差=

 姓一汁㌧一斗虻…坦

比重

 本・年1前句叢神同呼平年差
 ・聴1⊥.9i・L土9ルーαリ.
 '■一…Iザ…一≡}∵…一I““

 24.62=一二〇≡'α王O」■α27

平年

本年

比重



 漁場観測速報(1月分〕

増殖部

旬別

上

中

下

月平均

前年差

観測値 浦内

長喬1最低

 十α!ポ十α77

水成川

 、雫高!最低一

 一。・上。皇一L三→_L三1三土

16.42一.15-35

 一二丁∵^二一÷一;一
 _1二高∵二;;;0

牢根
 最高≡最低

1750・13.90

1700工4-60

-5.4514.09

 い上.19

-2.66-3.07

 ○浦.内

 昨年■の秋から下り続けた水温もこの月の下旬で少し上向きか蔽いは止ったよ

 うであるが2月下旬までは旬平均エ5一℃前後が続くものと考えら札る.、

 前月と比較した場合月平均でa82℃陵く,前年の同蝿と較べて最高で0.4G

 ℃.最底でO.65℃と低くなっている。

 (⊃ユk』黄川

 ここも滴内㈹様中旬の平均が下旬に幾分上昇気味である。浦内の月平均が最

 高椴広一と。一も昨年ρ同期より幾分高めであるのに対してここぱ最高椴底とも昨年

 を下まわっている。

 ○牛根

 浦内及び水成川に比較した場合,月平均の最高は高めであり最`陵は低いとい

 う異状衣変化を示している。又,前月養も浦内及び水成川の1℃台であるのに

 対して最高は2℃合,最低は3C台と低く凌っている。



 漁場観測速報(2月分〕

増殖部

旬別

上

中

下

月平均

飾用差

前年差

観測値 浦内

15.05;1孔.48

15-87iI4.551

15.94114.49

 …二r「1…ド''I…♂0I一
 十α79一十⊥.04

水成川

 ・最高1最底

 .、.≒..竺3.三。と.」.戸=.讐..

 .廿.千3,.1.、二Pl..三.三.
 ・÷トO・501・一0.71

 牛・根

最高1最底

 川90ミけ2'O

 16・35■14・8S一

 .ユ王j。三一∴.、.土竺二三Iし
'0,731+0.10

 ○浦内

 上旬,中旬,一下旬と最高,頬砥とも1C以内の変化で余り欠きた変動は床く

 最高で16C台,轟I1氏では.ヒ局が15C台,中下旬は14C台となっている。

 繭年と比較した揚含,策嵩最籔とも幾分置めと吐って1,oる。

 ○水成川

 最高は.止1句で王5一二台,キ下旬は16℃と少しづつ上昇しているが最低は中

 旬が底く下旬には工5.35℃と幾分上昇しているが旬別の変化は少なく,急に

 上昇する率配.ば感じられなパなお前年との比較てば履萬ばα・c萬/・簸抵
 ではO.7」C低く杜っている。

 ○牛根

 ̂一,水成一川とは薬凌った変化を示し,.上旬が一媛高綾底とも眠く流っている。

 特に一最践は互3.90-Cと命名翻めて14℃台を割っている。しかし前月に比一校

 した場合最高で.0・73C低く擬砥てばα1OCと高くなり殆んど差が次く安定

 した水温と旋っている。一



奄美短信

 当奄美は2月中句より最底気溜iO℃以上となり一日中は20Cと連日初夏を思

 わす陽気が続き,非常にしのぎやすい日々で,山々の若葉が新緑に崩えてくる時

 節と友った。

 この冬は,弼一年の様に雪は見られずとも寒波到来により"あられ"が3回一種降り,

 昨年より寒い冬セあつたが本土の様に手足がかじかむ事はたい。冬が寒い穫春の

 訪れは早いようである。同時に1奄…美の水産も活気ずく季・飾でもある。

 冬場時化統きの為出漁出来一なかった板付搬や鰹昭融も船の整備に遣われ3月から

 り漁に備麦ようと懸命で岩=・ゐ。奄美にも本土からの全業体が都会の公害から遠ざ

 かろうと澄んだ清浄な混い海を求めて進出し,漁民も刺載され次第に研究意欲が

 わき自分なりに努力している様で一ある。どは一言え葉を営む上には資本の伴うのは

 常であ予が・県・町リ?融賓がな鵬には独自資本て営症叩が不可能で自然
 と倣蝶資本1こ頼らざるを冊ない。。単に奄美あ漁民は海幸貸号す亭に過ぎない理状
 の様である。

 奄美近海は他地方.に負けたい位に水産資源は・豊富に棲.直するので.装備を近代

 化し操業日数,漁獲萬の増加を整な意欲的な漁民も存在するが,諸々の方の言う

 ㍑台風帯鍾地帯の為避鮒設がな/・現在の華揚施設で亨不安で船の大型化を
 断念せ亨るを碍I在い。又奄美における水産物の消費量は限定され。多獲さ易}た時
 1つ販路開拓にも不安である等,後者は冷凍設備なりの解決策が直ぐに浮かばれる

 が前者の如きにおいては避難港たり何らかの打開策が見出さない限り漁民ρ盛上

 りはたいものと思う。亜熱帯の気候,資源を利用するにあたり、他県資本に任せ

 る前に今一つ我々鹿民の知恵を出し合い努力すべき所に立たされていると感じるI

 次第,叉我々技術者もそれに遅れじと努力したい。

一24一



業務概況

 §本場

漁業部
 2月6日「かもめ」漁場■鋪発(大隅東部域で底刺・網〕調査より入港

 2月9日カツオ対策携・議会出席〔産業会館〕

2月10日艘児島湾内潮流調査

 2月i0日～20日「さつ在メ)」漁場開発調=r(種子島魔辺〕

 2月12日～21日「かもめ」漁場開発調壷1.枕崎沖〕

 2月24日～3月12日「Iかもめ」漁場謂発….;査〔大隅東部塵刺網)

 3月2日～i2日「さつなん」海洋観測

 3月9日指定研究年度幸琵告会(東京〕

 3月i6日}20日西一海区水硫ブロック撫一海況予幸浸会議出席(長崎〕

 3月16日}20日南西海区水研ブロック漁、海況予報会議1出席(萬知〕

 3月1-8日}19日「さつなん」ドツン(山川〕

 3月23日串木野中学校生徒「さつなん」にて海洋見.学

 3月25日}31日「かもめ」1魚場開発調査(大隅東部〕

 3月31日ビンナガ漁場I調I査打合せ会〔枕崎漁協)

増殖部
 ○のり盤弄置関係

 *2月4日鹿児島一市=釜山にてのり摘み

 *2月12日川内市にてのり養殖言落習会

 *2月16日～17日出水市にてのり共販会出席

 *2月24日喜入町にて原藻採取

 *2月25日九大権教授と出水市し尿処理揚設掻計画について会合

 *2月26日福山町にて糸状体果胞子付け講習会

 水試糸状体果胞子付け

 *2月27日加治木町にて糸状体果胞子付け講習会

2菖一



O

o

*.

*

*

3月6日.糸状体検鏡

 3月7日のり養殖月報

3月一10日全海苔報告

 糸状体果胞子付け指導(鹿魔〕

 3月12日福山町,加治木町の糸状体検鏡

 3月13日喜入町,鹿児島市谷山の糸状体検鏡

3月17日永試糸状体換水

 3月23日～24日鹿屋市高須のり漁場〒翻盤

 3月29日～学会出席

真珠養殖関係

 2月2日アコヤガイ病箸=調査(櫓山,歯ゲ水〕

 指定研究,共同研究会議資料作成(月間'〕

 3月3日アコ・ヤガイ病害調査(福山,寵ケ水〕

 3月12日～13日アコヤガイ措定共同研究報告会〔三重県賢島〕一

3月21日

3月30日

 その他

 2月3日,岡山県よりのり養殖視察団来訪

 3月7日大阪府本試にてイソゴカイ養殖を見学.

O

製造部

 大型電乾炉によるかつお節製濫試験

 ハマチ敏一死条件別核一酸関連物質測定

 ハマチ時期別核酸関連物質測定

 申イガミール歩留比較試.験

 ウマヅラハギ加工講習(根占・漁協縮人部〕

北薩,大隅地区指定工場加工指導

 かつお一節産地診断(枕崎市〕一

 九州・山口水試利踊部会(本渡市〕

 水産庁利用加工開発会議〔下関市〕

山26日



o

,

高知犬志水教授来場二煉製晶指導

 ・東水研野口部長巡回教室来場

 来訪者かつお電乾法について外43名(.2月〕

 アオサ味付加工について外56名(3月〕

調査部
 ○クルマエビ蕾己合餌料試験関係

 *1月23日～2日22日第11回飼育試.酸

 *2月28日～3月5日44年度指定研究報告会出席(東京〕

 lj水質関係

 *2月101ヨ西部海域水質調査

*3月6日川内川魚病調査

 ○その他

 *3月20日麗県がん水協会総会出席

*3月23日隼人地先寄生虫駆除指増

 §大島分場

庶務係
 し2月12日高矧市くるまえ.び,ばまち養籟繰取締役島谷稲彦氏,大洋漁業四

国交杜長伊藤正夫氏,愛媛県三瓶町南海漁業革野氏来所

漁業係

 〇海洋観測(大島海峡〕

 ○マベー般分析

 〕沿津資源分布講(沖永良部,徳之島〕

 〔)利柄部会出席

製造係

 ○ウニ加工指導(古仁屋  与路島ウニ組合」

一27.



 ウニ生産状況及ぴ沿岸資源利用状況調査(北大島地区)

利一用部会出席.

 マベ44年採苗稚貝第!回目籠取撰え及び母貝掃除

 マベ半円挿核試験

解料生物培養

 コイ軸一]送及び飼育指導


